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点滅 

点滅 点滅 

室外ユニット
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励磁があるか 

し特性
し吐出管温

運転状態の確認，記録 
ＲＯ Ｍバージョン の確認 

点滅 

点滅 
※1　 E36－1：Tho－D1，E36－2：Tho－D2　※2　 E36－1：1回点滅，E36－2：2回点滅 

吐出管温度異常　　　 1，D2） 
※2 

室外ユニット

制御基板を交換

分又は130℃以上が60分継
続

が正しいか確認
度センサを交換する
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7 セグメント：E37-1,2,3,4,5,6
※1E37-1;Tho-R1,E37-2;Tho-R2,E37-3;Tho-R3,E37-4;Tho-R4,E37-5;Tho-SC,E37-6;Tho-H　※2センサの種類に対応断線した1,2,3,4,5,6回の点滅回数

室外熱交温度センサ断線（Tho-R1，2，3，4）
過冷却コイル温度センサ断線（Tho-SC，-H）

2，3，4）

※3　接触不良がないか数回チェックする

センサの温度～抵抗特性

室外ユニット

（kΩ）

センサ変換する。
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点滅 

点滅 

室外ユニット

室外制御基板を交換する

センサ～抵抗特性
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点滅�

点滅� 吐出管温度センサ断線（Tho-Ｄ1,Ｄ2） 
※1　�E39－1：Tho－D1，E39－2：Tho－D2　※　�E39－1：1回点滅，E39－2：2回点滅�

※2�

吐出管温度センサ
(Tho-D1又はD2)を交換
する�

吐出管温度センサ(Tho­D1，D2)の温度ー抵抗特性 

室外ユニット

センサ～抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≦80℃〕

吐出管温度センサ（Tho－D1，D2）の温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≧80℃〕

温　　度〔Ｔ〕（℃）
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点滅

点滅 高圧異常（63H1－1，2作動）

及び2が作動

63H1又はH2は4.15MPa
以上で作動したのか

63H1，H2は正常か
コネクタ接続部や
断線はないか

運転状態の確認，記録
63H1，H2作動時の高
圧センサの値を確認

室外ユニット

圧力ゲージを付け再運転

コネクタ未接続
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

･運転状態の確認、記録
･パワトラ温度の確認
･室外ファン、インバータ
  冷却ファンの動作確認
･故障診断E48に従って修            

E41（E51）
７セグメント：E41（E51）－1, 2 ※1 パワトラ過熱点滅 消灯

点滅 ※2

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

室外ファンは回っていたか

電源をリセットし、再運転する

電源OFF後

インバータ冷却ファンは回っているか

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

1.パワトラ不良
2.パワトラセンサ不良
3.インバータ基板電源
不良

4.ファンモータ異常
5.インバータ冷却ファン
異常

注記：

７セグメントLED表示
（E41）

NO

上吹き？
横吹き？

YES 

NO

YES 

NO運転後再現するか

YES 

上吹き

横吹き

NO

電源OFF後

電源NO後

パワトラセンサ特性はOKか（※） NO

YES 

※1　 E41－1（E51－1）：CM1，E41－2（E51－2）：CM2　※2　 E41－1（E51－1）：1回点滅，E41－2（E51－2）：2回点滅

パワトラセンサのコネクタ接続は
OKか（短絡・断線確認）

NOパワトラの取付は正常か
ネジの締付、放熱シリコン確認

NOインバータ基板の15V電源
はあるか（※4）

YES 

YES 

YES 

ON領域にも関わらず回らない場合は、
制御基板のコネクタ部（※3）で電圧を確
認して下さい。
AC200Vある場合は、インバータ冷却
ファンを交換。
0Vの場合は制御基板を交換。
インバータ冷却ﾌｧﾝは下の条件で運転

静観
（可能であれば継続しデー
タを取得する。）

OFF ON
81℃ 85℃
パワトラセンサ温度1,2

センサを確実に接続する。

※センサ特性は、175ページ
　参照。パワトラセンサ交換。

52C 又は、52XがONしている
ことを確認して測定すること。
インバータ基板交換。

パワトラにシリコンをしっかり
塗って放熱フィンにしっかり
固定して下さい。

パワトラ交換。

※3 測定箇所　CNN8 ①－③ピン間
※4 測定箇所　LX1,2（4－6ps）C10の＋－間
　　　　　　LX1,2（上吹1コンプ機、上吹2コンプ機16ps～）、LX3（上吹機）C31の＋－間
　　　　　　LX3（横吹8～12ps）、LX4（8ps～）C19の＋－間
　　　　　　LX3（4－6ps）、LX4（4－6ps）C51の＋－間
      再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

パワトラからの異常信号が
5回/時間発生。（E41）又は、
15分連続で発生する。（E51）

停止30分前データをメンテPCに保存する。

  理する。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E42

７セグメント：E42－1,2※1 カレントカット（CM1,CM2）点滅 消灯

点滅 ※2

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット

パワトラ内臓の電流セン
サでインバータ出力電流
の異常電流を検出。

パワトラからの異常信号
（インバータ出力電流88A
以上）が4回/15分発生。

診　断 処　置

故障診断E48に従って
修理

圧縮機交換
オイルセパキャピ・ス
トレーナ点検
（要すれば交換）

運転状態の確認、記録
異常な圧力になってい
ないか

静観。

圧縮機交換。

インバータ基板交換。

静観。
最初の※の圧縮機交換。

パワトラ交換。

パワトラ交換。

インバータ基板交換。

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

1.圧縮機不良
2.冷媒漏れ
3.冷媒回路部品不良
4.パワトラ不良
5.インバータ基板不良
6.ファンモータ異常

注記：※3 測定箇所　LX1,2（4－6ps）C10の＋－間
　　　　　　　　　LX1,2（上吹1コンプ機、上吹2コンプ機16ps～）、LX3（上吹機）C31の＋－間
　　　　　　　　 　　LX3（横吹8～12ps）、LX4（8ps～）C19の＋－間
　　　　　　　　　 　LX3（4－6ps）、LX4（4－6ps）C51の＋－間
　　　　※4 測定箇所　P－U,P－V,P－W,N－U,,N－V,N－W,,P－N間の抵抗値を確認する。（圧縮機の配線を外して確認すること。）
　　　　        再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

※1　 E42－1：CM1, E42－2：CM2　※2　 E42－1：1回点滅, E42-2：2回点滅

停止30分前データをメンテPCに保存する。

30分前データを評価する。

YES 

YES 

YES 

YES 

YES

YES

NO

NO

NO

NO

パワトラ
異常

短絡
あり

正常

E42-※
の※が
変化
しない
場合

YES
（1台のみ再発）

YES
（2台再発）

NO
（2台とも再発せず）

その他
（チェッカーなし
含む）

NO 

NO 

再発する
圧縮機が
入代るか

電源リセットし、再運転する。

  インバータと
圧縮機の配線を
入換えて再運転

問題ないか

圧縮機巻線
抵抗・メガ・モータ絶縁は

室外ファンは回っているか

再発するか

圧縮機1台の
システムか

インバータ基板
の15V電源はあるか

（※3）

インバータ
出力はあるか

インバータ基板不良
チェッカーで確認

パワトラモジュール間の
抵抗値測定(※4)
(短絡していないか)

E42－※の※が変化した場合

再発するか

52C又は、52XがONし
ていることを確認して
測定すること。
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-1,2※1
1,2回※1

点滅

点滅
※Ｅ43-1/1回点滅：接続台数オーバ,Ｅ43-2/2回点滅：接続容量オーバ

室外ユニット

がありました）

設備図面に対して7セ
グメントコードNO.50
やメンテ�PC�で台数を
確認（他系統も含め確
認すること）

スイッチ
スイッチ

スイッチ スイッチ

スイッチ

スイッチ

スイッチ
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Ｅ44
7 セグメント：E44 －1，2※1 液バック異常

連続 消灯

連続 ※ 2

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

配管 /配線接続を正規
に修正

冷媒量を適正に調整

ＳＶ1，2交換 
コイル交換

・EEVSC交換�
・コイル接続確認・交換�
・Tho-H 交換，PSL 交換
・室内電子膨張弁交換�
・コイル接続確認・交換�
・�Thi－R1，2，3位置確
認・交換
・�フィルタ清掃
・�ファンモータコネクタ
接続確認
・�ファンモータ交換
※メンテPCの室内�
データ：Thi-R1，2，3から
液バック気味の室内機を
特定してみる（Ｒ3≑Ｒ2
だと液バック気味）

・EEVH1，2交換�
・コイル接続確認・交換�
・�Ｔho－Ｒ1，2，3，4位置
確認・交換
・�フィルタ清掃
・�ファンモータコネクタ
接続確認
・ファンモータ交換
Ｔho－C1，2交換

メンテPCによるデータ取得
を行ない，弊社へ調査依頼

２．異常検出方法

圧縮機のドーム下過熱度
が5℃以下の状態を連続
15分又は30分検知

３．異常発生条件

90分以内に3回検知した
場合

４．予想原因

・配管 /配線アンマッチ
・オーバーチャージ
・過熱度制御不良
・液バイパス回路不良
・過冷却コイル回路不良
・ドーム下温度センサ不良

注記：再現しない場合はメンテPCを接続しデータ取得を継続する（各地区の技術課が管理する）

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

YES 

停止前30分間データをメンテPCに保存する。

配管/配線の接続間違いはないか
・設備図面での室内機台数と室外機
   の室内認識台数とを比較チェック

YES 

現地追加チャージ量が過大でないか
・冷媒量計算および追加チャージ記録を再チェック

YES 

ＳＶ1，2から冷媒漏れがないか
・電磁弁前後の配管温度をチェック

YES 

過冷却コイル回路は正常か
・EEVSCが開き放しになっていないか
・冷房時ならばＴho-Ｈが抜けていないか
　特性はOKかPSLの特性はOKか

YES 

冷房時ならば室内過熱度制御は正常か※
・室内電子膨張弁が開き放しになっていないか
・Thi－R1，2，3の取付位置は正しいか特性はOKか
・フィルタ詰りはないか
・室内ファンは回るか

YES 

暖房時ならば室外過熱度制御は正常か
・EEVH1，2が開き放しになっていないか
・Ｔho－Ｒ1，2，3，4の取付位置は正しいか特性はOKか
・PSLの特性はOKか
・氷雪や粉塵等によりファンが目詰りしていないか
・室外ファンは回るか

Ｔho－C1，2の特性はOKか

NO 

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES

※1　 E44－1：CM1，E44－2：CM2　※2　 E44－1：1回点滅，E44－2：2回点滅
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表示 ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
点滅 消灯

点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置(E45-2でもINV1の点検もすること)

室外ユニット 診　断 処　置

YES 

電源リセットし、再運転する。

再発するか

LX3,4(4-6ps)か

52C又は52XはONするか

ON

電源をOFFし
インバータ基板-制御基板間の

ハーネス、コネクタの接続は良いか

制御基板のDC12V電源(※3)、
DC15V電源(※4 LX3,4(4-6ps)のみ)はあるか

インバータ基板ーダイオードモジュール間の
ハーネス、コネクタ接続は良いか

 

静観。

運転状態の確認、記録
可能な限りエラー発生
30分前の運転条件で確認。

制御基板交換。
DC15V電源の点検
はLX3,4(4-6ps)のみ。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：※3 測定箇所　LX1,2（全機種）、LX3（上吹機）C5の＋－間
                              LX3横吹（4－12ps）、LX4（全機種）C21の＋－間
         ※4 測定箇所　LX3,4（4－6ps）C13の＋－間
          ※5 測定箇所　LX1,2（全機種）、LX3,4（8ps～）CNM1,CNM2の①－③ピン間（CNM2は圧縮機2台システムのみ）
          　　再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

リモコン： E45
７セグメント： E45－1,2※1 インバータ・室外制御基板間通信異常
※1　 E45－1：INV1, E45－2：INV2　※2　 E45－1：1回点滅, E45－2：2回点滅

7セグメントLED表示
（E45）

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

タイオードモジュールの短絡や断線はないか

YES 

NO 

NO 

YES

インバータ基板の緑 or 赤のLEDが
点滅 or 点灯しているか

停止30分前データをメンテPCに保存する。

電源ON

突入抑制抵抗は断線していないか

電源OFF電源OFF

YES 

YES 

YES 

YES 

ON

ON

YES 

YES 

YES 

YES 

抵抗に接続されているﾊｰﾈｽを外して端子間
の抵抗値を測定する。断線の場合は抵抗を
交換する。断線の場合は、ダイオードモジ
ュールトインバータ間のハーネスも確認。
抵抗を交換しても再度抵抗が断線する場合
は、ダイオードモジュールを交換する。

ハーネスの断線ないか点検
/コネクタ抜けないか点検
問題があれば修正する。

メンテPCでONにも関わらずONしな
い場合は、制御基板のコネクタ部（※5）
で電圧を確認して下さい。AC200Vあ
る場合は、52C又は52Xを交換。
0Vの場合は制御基板を交換

52C又は52XがONしていることを
確認して確認すること。
インバータ基板交換。

52C又は52XがONして
いることを確認して確認
すること。

インハ－タ基板のスイッチ設定は正しいか

1.通信線不良
2.インバータ基板不良
3.制御基板不良
4.突入抑制抵抗不良
5.52C又は52X不良
6.ダイオードモジュール不良

ハーネスの断線ないか点
検/コネクタ抜けないか
点検
問題があれば修正する。

ダイオードモジュールの交換。
点検方法は技連（ISTE06002）参照。

インバータ基板のスイッチ設定を修正。
インバータ基板を交換。
それでも直らなければ制御基板を交換

パワトラのP-N間にDC280Vはあるか
インバータと室外制御基
板間の通信が成立しない
時
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点滅

点滅

室外ユニット

運転状態の確認，記録
エラー発生している系統
が自動アドレス設定なの
か手動アドレス設定なの
か確認すること

自動アドレスは他の室
外系統と接続出来ませ
ん

自動アドレス設定の通信
線が他室外系統と繋がっ
ている

室外の電源を1台毎にONし，
自動アドレス設定で立上る室外を深す。

自動アドレス設定

自動アドレスの通信線が他
の室外系統と繋がっている
時
（室内ユニットで検出）

自動

スイッチ

スイッチ

自動 リモコン 手動
自動アドレス設定 E31 E46 E46
手動アドレス設定 E46 正常 正常
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E48

7セグメント：E48－1,2※1 室外DCファンモータ異常（1/2）点滅 消灯

点滅 1,2回※1

１．対象機種 5．故障診断と処置（E48-1でもファンモータ2も点検すること，E48-2でもファンモータ1も点検すること）

室外ユニット 診　断 処　置

ファンモータ交換

1系統INV基板交換

制御基板を交換

ファンモータ交換

ファンモータ交換

INV基板交換

次ページ参照

エラーが発生した
ファンモータ交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

1．配線断線未挿入
2．ファンモータ故障
3．インバータ基板不良
4．制御基板不良
5．パワトラ不良
6．ダイオード
　　モジュール不良
7．突入抑制抵抗不良

注記：※1 測定箇所　1形,2形,3形（上吹き機のみ）　　　： 制御基板のC37の+ - 間（CNI3の1,2ピン間）
　　　　　　　　　　3形,4形（横吹き機/4～6HPのみ）, ： 制御基板のCNI3の2,3ピン間
　　　　　　　　　　3形,4形（横吹き機/8～12HPのみ）、4形（上吹き機のみ） ： 制御基板のIC3の2,3ピン間
         　　再現しない場合はメンテPCを接続しﾃﾞｰﾀを取得する。（各地区の技術課が管理する）

※1　E48－1；FMO1/1回点滅　E48－2；FMO2/2回点滅

電源OFFし、ファンモータ制御信号をはずし、再運転

電源OFFし、ファンモータ制御信号をつけ、再運転

手で室外ファンが滑ら
かに回転するか

制御基板へ
15V電源あるか

制御基板の15V
電源あるか

モータを見て故障したファン
が入れ替わるか

INV不良判定用診断
チェッカーを持っているか

診断はOKか

再運転

2個のファンモータ制御信号を制御
基板のコネクタ部で入れ替える

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO YES

NO YES

YES

YES

※1
3 形（横吹き機のみ）,4 形

※1

制御基板へ
15V電源あるか

制御基板の15V
電源あるか

NO ※1
3 形（横吹機のみ）,4 形

※1

電源OFF

A 

YES

2ファン
のみ

YES

YES

ファンモータ電源
ヒューズガ切れていないカ

ヒューズ交換

NO 

YES

⇒INV基板交換時には※2以降
（突入抑制抵抗の断線及び
　パワトラ，ダイオードの短絡確認）
　も合わせて実施のこと

YES

E48－1→E48－2に変化時⇒交換
E48－2→E48－1に変化時⇒交換

・400min-1 以下の回転数指�
令かつ過電流状態を連続
10回検知（上吹機のみ）
（CNFAN端子
 5ー2ピン間Hi 出力⇒過電流
� Low 出力⇒正常）
・実回転数 100min-1 以下を
30 秒間検知

400min-1 以下の回転数指
令かつ過電流状態を連絡
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E48

7セグメント：E48－1,2※1 室外DCファンモータ異常（2/2）点滅 消灯

点滅 1,2回※1

１．対象機種 5．故障診断と処置（E48-1でもファンモータ2も点検すること，E48-2でもファンモータ1も点検すること）

室外ユニット 診　断 処　置

電源OFF

制御基板の
速度指令電圧が緩やか
に上昇して数Vで電圧が

一定になるか

パワトラもしくは
ダイオードモジュールが
短絡してないか

1系統突入
抑制抵抗が断線して

いないか

制御基板を交換

1系統突入抑制抵抗交換
（抵抗に接続されている
ハーネスを抜取り、端子
間の抵抗値を測定）

絶縁不良である1系統
パワトラもしくは1系統
ダイオードモジュール
交換（短絡確認方法は
166ページ参照のこと）

No.1,2ファンモータを
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

1．配線断線未挿入
2．ファンモータ故障
3．インバータ基板不良
4．制御基板不良
5．パワトラ不良
6．ダイオード
　　モジュール不良
7．突入抑制抵抗不良

注記：※2 測定箇所  1 形,2 形,3 形（上吹き機のみ）： 制御基板のC40,C42 の +-間（1ファンはC40 のみ）
　　　　　　  3 形（横吹き機のみ）,4 形   　： 制御基板のC43,C45 の +-間（1ファンはC43 のみ）

         　　再現しない場合はメンテPCを接続しデータを取得する。（各地区の技術課が管理する）

※1　E48-1；FMO1/1回点滅　E48-2；FMO2/2回点滅

※2

A

NO

NO

NO

YES

YES

YES

・400min-1 以下の回転数指�
令かつ過電流状態を連続
10回検知（上吹機のみ）
（CNFAN端子
 5ー2ピン間Hi 出力⇒過電流
� Low 出力⇒正常）
・実回転数 100min-1 以下を
30 秒間検知

400min-1 以下の回転数指
令かつ過電流状態を連絡
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E48

7セグメント：E48－1,2※1 室外DCファンモータ異常（2/2）点滅 消灯

点滅 1,2回※1

１．対象機種 5．故障診断と処置（E48-1でもファンモータ2も点検すること，E48-2でもファンモータ1も点検すること）

室外ユニット 診　断 処　置

電源OFF

制御基板の
速度指令電圧が緩やか
に上昇して数Vで電圧が

一定になるか

パワトラもしくは
ダイオードモジュールが
短絡してないか

1系統突入
抑制抵抗が断線して

いないか

制御基板を交換

1系統突入抑制抵抗交換
（抵抗に接続されている
ハーネスを抜取り、端子
間の抵抗値を測定）

絶縁不良である1系統
パワトラもしくは1系統
ダイオードモジュール
交換（短絡確認方法は
166ページ参照のこと）

No.1,2ファンモータを
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

1．配線断線未挿入
2．ファンモータ故障
3．インバータ基板不良
4．制御基板不良
5．パワトラ不良
6．ダイオード
　　モジュール不良
7．突入抑制抵抗不良

注記：※2 測定箇所  1 形,2 形,3 形（上吹き機のみ）： 制御基板のC40,C42 の +-間（1ファンはC40 のみ）
　　　　　　  3 形（横吹き機のみ）,4 形   　： 制御基板のC43,C45 の +-間（1ファンはC43 のみ）

         　　再現しない場合はメンテPCを接続しデータを取得する。（各地区の技術課が管理する）

※1　E48-1；FMO1/1回点滅　E48-2；FMO2/2回点滅

※2

A

NO

NO

NO

YES

YES

YES

点滅 

点滅 

 

低圧 

低圧 

接続間違いが 

室外ユニット

（　　　　 ）

（　　　              　 ）

523
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点滅 

点滅 

,C2） 

※　 E55－1：Tho－C1，E55－2：Tho－C2　※2　 E53・E55－1：1回点滅，E55－2：2回点滅 

※2 7 セグメント：E53/E55－1,2※ 

室外ユニット

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≦80℃〕

ドーム下温度センサ（Tho－C1，Ｃ2）
温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗 

 

〔T≧80℃〕

温　　度〔Ｔ〕（℃）

T≦80℃
T≧80℃

100

50

0

10

5

0
0 50 80 100

(k) (k)

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140 160
温　　度（℃）

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）
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点滅

点滅

室外ユニット



－ 194 －

点滅

点滅
）

※1　�E56－1：Tho－P1，E56－2：Tho－P2　※2　E56－1：1回点滅，E56－2：2回点滅�

※2 パワトラ温度センサ断線（Tho-P1,P2） 

室外ユニット

パワトラ温度センサ
温度－抵抗特性

温　　度〔Ｔ〕（℃）

T≦80℃
T≧80℃

100

50

0

10

5

0
0 50 80 100

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
(k)

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140

温度（℃）

パ
ワ
ト
ラ
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）
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表示 
リモ
７セグメント：
コン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E58
E58 圧縮機脱調異常消灯 消灯

消灯 1回

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット

7セグメントLED表示
（E58）

15分以内に4回成立し
た場合

診　断 処　置

インバータ
出力はあるか

停止30分前データをメンテＰＣに保存する。 

YES

YES

YES
（2台再発）

YES
（1台再発）

NO
（2台とも再発せず）

30分前データを評 価する。

電源投入し（可能ならば1時間後に）再運転する。

インバータと
圧縮機の配線を
入換えて再運転

電源投入して1時間
以内の最初の起動か

 インバータ基板を
交換した履歴があるか

インバータ基板の
15V電源はあるか

（※1）

インバータ基板不良
チェッカーで確認

その他
（チエッカーなし含む）

パワトラ
異常

短絡
あり

正常

ﾊﾟﾜﾄﾗﾓｼﾞｭｰﾙ間の
抵抗値測定(※2)

（短絡していないか）

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

NO

NO

NO

NO 

NO 

NO 圧縮機端子への接続配線
に接触不良はないか

圧縮機1台の
システムか

再発するか

再発するか

運転状態の確認、記録

冷媒寝込みの可能性あり。電源投入状態
で1時間程度待ち再起動させて下さい。
（クランクケースヒータに通電し圧縮機に
寝込んでいる液冷媒を蒸発させる。）

機種設定が間違っている可能性がありま
す。ディップスイッチ設定を確認して下
さい。

配線交換。
（圧縮機側の端子台に問題があれば
圧縮機交換。）

静観

圧縮機交換

52C又は、52XがONしていることを確認
して測定すること。
インバータ基板交換。

パワトラ交換

パワトラ交換

インバータ基板交換

圧縮機交換
静観

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

1.起動前の通電時間不
  足（クランクケースヒー
  タ未通電による起動）
2.圧縮機不良
3.インバータ基板不良
4.パワトラ不良

注記：※1 測定箇所 LX1,2（4－6ps）C10の＋－間
LX1,2（上吹1コンプ機、上吹2コンプ機16ps～）、LX3（上吹機）C31の＋－間
LX3（横吹8～12ps）、LX4（8ps～） C19の＋－間
LX3（4-6ps）、LX4（4-6ps） C51の＋－間

※2 測定箇所　P－U,P－V,P－W,N－U,,N－V,N－W,,P－N間の抵抗値を確認する。（圧縮機の配線を外して確認すること。）
　　再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

再発する
圧縮機が
入代るか

NO
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表示 
リモコン:E59
７セグメント:E59－1,2※1

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

圧縮機起動不良（CM1,CM2）点滅

点滅

消灯

※2

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット

圧縮機モータが位置検出
運転（11Hz以上）に移行で
きない。

同一圧縮機にて20回連続
（10パターン×2回）で起動
できない。

診　断 処　置

YES AC200V±10％がスペック

NO

NO

NO

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

YES 

NO

NO

パワトラ
異常

短絡
あり

正常

その他
（チェッカーなし含む）

NO
（1台も起動せず）

YES
（2台とも起動）

YES
（1台のみ起動）

NO

NO

NO

電源電圧は適正か

3分起動遅延時に圧力
はバランスしているか

圧縮機端子への接続配線
に接触不良はないか

転状態の確認、記録

電源電圧等の確認。

ソフトNo.を確認。（最新か）
SV6,7(オイルセパ出口)が、
圧縮機停止時にONとなって
いるか。（圧力はバランスし
ているか。）

配線交換。
（圧縮機側の端子台に問題
があれば圧縮機交換。）

静観。

圧縮機交換。

52C又は、52XがONしている
ことを確認して測定すること。
インバータ基板交換。

パワトラ交換。

パワトラ交換。

インバータ基板交換。

静観。
圧縮機交換。

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

1.電源電圧異常
2.冷媒回路部品不良
3.インバータ基板不良
4.配線，コネクタ挿入不良
5.圧縮機不良
（モータ，軸受）

注記：※3 測定箇所　LX1，2（4－6ps）C10の＋－間
　　　　　　　　　　LX1，2（上吹1コンプ機、上吹2コンプ機16ps～）、LX3（上吹機）C31の＋－間
　　　　　　　　　　LX3（横吹8～12ps）、LX4（8ps～）C19の＋－間
　　　　　　　　　　LX3（4-6ps）、LX4（4-6ps）C51の＋－間

※4 測定箇所　P－U，P－V，P－W，N－U，N－V，N－W，P－N間の抵抗値を確認する。
　　　　　　（圧縮機の配線を外して確認すること。）
　　再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

※1　 E59－1：CM1，E59-2：CM2　※2　 E59－1：1回点滅，E59-2：2回点滅

停止前30分間データをメンテPCに保存する。

30分前データを評価する。

差圧のない条件で,試運転モードで起動する

 

圧縮機1台の
システムか

インバータ
出力はあるか

インバータ基板の
15V電源はあるか

（※3）

インバータ基板不良
チェッカーで確認

パウトラモジュール間の
抵抗値測定(※4)

（短絡していないか）

起動するか

インバータと
圧縮機の配線を
入換えて再運転

起動する
圧縮機が
入代るか

起動するか
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表示 
リモコン：E61 
7セグメント：E61 

ＬEＤ 緑 赤 

室内 

室外 

内容 
 E61
E61 室外親・子ユニット間通信異常点滅 消灯

点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット 診　断 処　置

室外ユニットの
親/子機間のアドレスNo
設定はよいか？

電源をOFFし再投入

異常表示するか

YES

YES

NO

NO

修正

基板交換

ノイズ等による誤作動

２．異常検出方法

7セグメントLED表示（E61）

３．異常発生条件

室外親・子ユニット間の
通信が成立しない時

４．予想原因

1. 通信線異常
2. 制御基板不良
3. インバータ基板不良
4. 突入抑制抵抗異常

注記：
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点滅

点滅

リモコンに緊急停止
「有効」となってないか？

室内ユニット

室内制御基板交換

リモコン基板交換

緊急停止発生原因を調
査する
（設備業者と打合せする
時，停止30分前のデー
タがあるほうがよい）
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FDCRP2244，2804HLXY
1)　コントロール基板交換要領

安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認して下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でコントロール基板の交換を行って下さい。
１．交換作業は，電源を切って 3 分後に実施して下さい。
      （図 2 に示す DC 電源電圧（2 種類：制御電源，DC ファン用電源）を測定し十分に放電したことを確認して下さい。）
２．コントロール基板のコネクタを外して下さい。
３．基板上の CT1 に通している青色の配線を外してコントロール基板を交換して下さい。
４．新しい基板の設定スイッチ（SW1-6）及びジャンパー線（J11-16）の設定を交換前の基板に合わせて下さい。
５．青色の配線を交換した基板上の CT1 に通してねじを締めて下さい。
６．コントロール基板へコネクタを接続して下さい。（接続後，半挿しが無い様確認して下さい。）

警告！

注意！

警告！

注意！

PCB012D045 A

注⑴
コネクタの機能については
204 ページを参照してください。

⑷ 室外ユニット基板の交換手順

199

A
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※1：交換前の基板にあるものを再利用して下さい。
※2：CNA2（茶）と CNQ3（黄）は間違えると基板が損壊します。誤挿入に注意して下さい。

※3：�補用品基板は、共用化しているため機種によっては交換前の基板に比べ、余分にコネクタが実装されている場合があります。
基板交換後、コネクタを挿入する際は色とコネクタ名称を確認し、誤挿入がないように注意して下さい。
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2)　インバータ基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認して下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でコントロール基板の交換を行って下さい。
１．交換作業は，電源を切って 3 分後に実施して下さい。

（図 2 に示す DC 電源電圧（各 2 種類：制御電源（A），インバータ電源（B））を測定し十分に放電したことを確認して下さい。）
２．インバータ基板のコネクタ，スナバコンデンサ，配線を外して下さい。
３．新しい基板の設定スイッチ（JSW10，11）の設定を交換前の基板に合わせて下さい。
４．インバータ基板へコネクタ，スナバコンデンサ，配線を接続して下さい。

（接続後，半挿しが無い様確認して下さい。）

警告！

警告！

注意！

注意！

PCB012D042
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PCB012D043

3)　トランジスタモジュール交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・トランジスタモジュール交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・トランジスタモジュール交換時は、必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・トランジスタモジュール交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されている

事を確認して下さい。交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい。感電の原因になる事があります。

　　下記の要領でトランジスタモジュールの交換を行って下さい。
1.　交換作業は、電源を切って 3 分後に実施して下さい。

（必ず電解コンデンサ端子（パワトラのＰ、Ｎ間又は、ファンモータ電源コネクタ）両端の電圧（DC）を測定し十分に放電した
事を確認して下さい。）

2.　BOX 内を開口して下さい。
3.　パワートランジスタのＵ，Ｖ，Ｗ，Ｐ，Ｎの配線を外して下さい。　（図 1．部品配置図参照 )
4.　インバータ基板を取り外した後，トランジスタモジュール用のネジを外してトランジスタモジュールを取り外して下さい。
5.　�トランジスタモジュールの裏面全面に付属のシリコングリースを均一に塗布してから取り付けて下さい。
6.　コネクタがかみ合っている事を確認してインバータ基板を取り付けて下さい。
7.　配線（Ｕ，Ｖ，Ｗ，Ｐ，Ｎ）を接続して下さい。
8.　BOX を元通りに組み立てて下さい。

警告！

警告！

注意！

注意！
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・SW4（デマンド切換）

・SW5，6（機能切換）

・SW7，8，9（機能切換）

■制御切換スイッチ
・	SW3（機能切換）

■ J13 ～ 15 による切換（有：短路／無：開放）

・SW4（機種切換）

■コネクターの機能

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検 LED リセット

OFF 通常

SW3-2
ON 自動バックアップ運転

OFF 無効

SW3-3
ON 標凖機

OFF リフレッシュ機

SW3-4
ON 冷媒量判定

OFF 通常

SW3-5
ON チェック運転

OFF 通常

SW3-6
ON 配管洗浄運転

OFF 通常

SW3-7
ON 冷暖強制

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転開始　　 試運転
OFF 〃　　　　 通常

SW5-2
ON 試運転モード　 冷房
OFF 〃　　 　　暖房

SW5-3
ON ポンプダウン       　ポンプダウン
OFF 〃　　　　 通常

SW5-5
ON スーパリンク通信：旧 SL
OFF 自動判定

SW6-7
ON 冷媒自動充填
OFF 通常

SW6-8
ON 配管洗浄運転前のラフ自動充填
OFF 通常

内　容
SW7 データ消去／書込み
SW8 7 セグメント表示 UP　1 位
SW9 〃　　　　10 位

ON/OFF 内　容

SW4-5

ON

SW4-6

OFF デマンド切換圧縮機能力　60％

ON 〃　　　　 0％

OFF
OFF 〃　　　　80％

ON 〃　　　　40％

有／無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力
無 〃　　　パルス入力

J15
有 デフロスト開始温度　通常
無 デフロスト開始温度　寒冷地

コネクタ 機　能 色 コネクタ 機　能 色

CNEEV1 暖房用電子膨張弁（前） 赤 CNF1 過冷却コイル温度センサ 1 白

CNEEV2 過冷却コイル用電子膨張弁 白 CNF2 過冷却コイル温度センサ 2 緑

CNFAN1 ファンモータ 1　 白 CNP1 パワトラ温度センサ（CM1） 黄

CNFAN2 ファンモータ 2　 白 CNL1 高圧圧力センサ 青

CNQ1　 高圧圧力スイッチ（CM1） 白 CNL2 低圧圧力センサ 白

CNTH　 熱交センサ 1（出口前）

白

CNS1 外部運転入力 緑

吐出温度センサ CNS2 デマンド入力 赤

吸入管温度センサ CNN1 四方切換弁 赤

外温センサ CNN2 電磁弁・油戻し（CM1） 緑

CNB2　 熱交温度センサ 2　 赤 CNN6 電磁弁（液バイバス）（CM1） 桃

CNU1　 ド－ム下温度センサ（CM1） 青 CNN9 電磁弁・レシーバ液面検知 2 黒

CNM1 CM1 用電磁接触器 灰

CNR1 クランクケースヒータ（CM1） 白

機種
スイッチ 224 280

SW4-1 ON OFF

SW4-2 OFF ON

SW4-3 ON ON

SW4-4 ON ON
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FDCRP2804 ～ 5044HLX
1)　コントロール基板交換要領

安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認して下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でコントロール基板の交換を行って下さい。
１．交換作業は，電源を切って 3 分後に実施して下さい。
      （図 2 に示す DC 電源電圧（制御電源）を測定し十分に放電したことを確認して下さい。）
２．コントロール基板のコネクタを外して下さい。
３．基板上の CT1，CT2 に通している青色の配線を外してコントロール基板を交換して下さい。
      （CT2 が未実装の場合は CT1 のみ）
４．新しい基板の設定スイッチ（SW1-6）及びジャンパー線（J11-16）の設定を交換前の基板に合わせて下さい。
５．青色の配線を交換した基板上の CT1，CT2 に通してねじを締めて下さい。（CT2 が未実装の場合は CT1 のみ）
６．コントロール基板へコネクタを接続して下さい。（接続後，半挿しが無い様確認して下さい。）

警告！

注意！

警告！

注意！

PCB012D045A A

注⑴
コネクタの機能については
211 ページを参照してくだ
さい。

B
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※1：交換前の基板にあるものを再利用して下さい。
※2：�補用品基板は、共用化しているため機種によっては交換前の基板に比べ、余分にコネクタが実装されている場合があります。

基板交換後、コネクタを挿入する際は色とコネクタ名称を確認し、誤挿入がないように注意して下さい。
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2)　インバータ基板交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・基板交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認して下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい。感電の原因になることがあります。

　　下記の要領でコントロール基板の交換を行って下さい。
１．交換作業は，電源を切って 3 分後に実施して下さい。

（図 2 に示す DC 電源電圧（各 2 種類：制御電源（A），インバータ電源（B））を測定し十分に放電したことを確認して下さい。）
２．インバータ基板のコネクタ，スナバコンデンサ，配線を外して下さい。
３．新しい基板の設定スイッチ（JSW10，11）の設定を交換前の基板に合わせて下さい。
４．インバータ基板へコネクタ，スナバコンデンサ，配線を接続して下さい。

（接続後，半挿しが無い様確認して下さい。）

警告！

警告！

注意！

注意！

PCB012D042
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3)　トランジスタモジュール交換要領
安全上のご注意

・ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守って下さい。

表示と意味は次のようになっています。

誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

・トランジスタモジュール交換はこの交換要領書に従って確実に行って下さい。

交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・トランジスタモジュール交換時は、必ず室外ユニットの電源が切れている事を確認してから行って下さい。

通電状態での基板交換は，感電や火災の原因になります。

・トランジスタモジュール交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されている

事を確認して下さい。交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・配線はつっぱらないように結束して下さい。感電の原因になる事があります。

　　下記の要領でトランジスタモジュールの交換を行って下さい。
1.　交換作業は、電源を切って 3 分後に実施して下さい。

（必ず電解コンデンサ端子（パワトラのＰ、Ｎ間又は、ファンモータ電源コネクタ）両端の電圧（DC）を測定し十分に放電した
事を確認して下さい。）

2.　BOX 内を開口して下さい。
3.　パワートランジスタのＵ，Ｖ，Ｗ，Ｐ，Ｎの配線を外して下さい。　（図 1．部品配置図参照 )
4.　インバータ基板を取り外した後，トランジスタモジュール用のネジを外してトランジスタモジュールを取り外して下さい。
5.　トランジスタモジュールの裏面全面に付属のシリコングリースを均一に塗布してから取り付けて下さい。
6.　コネクタがかみ合っている事を確認してインバータ基板を取り付けて下さい。
7.　配線（Ｕ，Ｖ，Ｗ，Ｐ，Ｎ）を接続して下さい。
8.　BOX を元通りに組み立てて下さい。

警告！

警告！

注意！

注意！
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・SW5（機能切換）

・SW7，8，9（機能切換）

■制御切換スイッチ
・SW3（機能切換）

■ J13 ～ 15 による切換（有：短路／無：開放）

・SW4（機種切換）

・SW4（デマンド切換）

・SW4（親・子設定）

ON/OFF 内　容

SW5-1
ON 試運転開始　　 試運転
OFF 〃　　　　 通常

SW5-2
ON 試運転モード　 冷房
OFF 〃　　 　　暖房

SW5-3
ON ポンプダウン　　　ポンプダウン
OFF 〃　　　　 通常

SW5-5
ON スーパリンク通信：旧 SL
OFF 自動判定

内　容
SW7 データ消去／書込み
SW8 7 セグメント表示 UP　1 位
SW9 〃　　　　10 位

スイッチ 内　容

SW3-1
ON 点検 LED リセット

OFF 通常

SW3-2
ON 自動バックアップ運転

OFF 無効

SW3-3
ON 標凖機

OFF リフレッシュ機

SW3-4
ON 冷媒量判定

OFF 通常

SW3-5
ON チェック運転

OFF 通常

SW3-6
ON 配管洗浄運転

OFF 通常

SW3-7
ON 冷暖強制

OFF 通常

SW3-8
ON テストモード

OFF 通常

ON/OFF

SW4-7

ON

SW4-8

OFF 子　機　1

ON 子　機　3

OFF
OFF 親　　  機

ON 子　機　2

機　種 280 335 400 450 504

馬　力 10 12 14 16 18

SW4-1 ON OFF OFF ON OFF

SW4-2 ON ON OFF OFF ON

SW4-3 OFF OFF ON ON ON

SW4-4 OFF ON ON OFF OFF

有／無 内　容

J13
有 外部入力　レベル入力
無 〃　　　パルス入力

J15
有 デフロスト開始温度　通常
無 デフロスト開始温度　寒冷地

ON/OFF 内　容

SW4-5

ON

SW4-6

OFF デマンド切換圧縮機能力　60％

ON 〃　　　　0％

OFF
OFF 〃　　　　80％

ON 〃　　　　40％
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記号 コネクタ 機　　　　　能
Tho-A CNTH 外温センサ
Tho-R1 CNTH 熱交温度センサ 1（出口・前）
Tho-R2 CNB2 熱交温度センサ 2（出口・後）
Tho-R3 CNB3 熱交温度センサ 3（入口・前）
Tho-R4 CNB4 熱交温度センサ 4（入口・後）
Tho-D1 CNTH 吐出温度センサ 1（CM1）
Tho-D2 CNC2 吐出温度センサ 2（CM2）
Tho-C1 CNU1 ドーム下温度センサ 1（CM1）
Tho-C2 CNU2 ドーム下温度センサ 2（CM2）
Tho-P1 CNP1 パワトラ温度センサ 1（CM1）
Tho-P2 CNP2 パワトラ温度センサ 2（CM2）
Tho-S CNTH 吸入管温度センサ
Tho-SC CNF1 過冷却コイル温度センサ 1
Tho-H CNF2 過冷却コイル温度センサ 2
CT1 圧縮機電流（CM1）
CT2 CNK 圧縮機電流（CM2）
PSH CNL1 高圧圧力センサ
PSL CNL2 低圧圧力センサ
63H1-1 CNQ1 高圧圧力スイッチ（CM1）
63H1-2 CNQ2 高圧圧力スイッチ（CM2）
63H1- Ｒ CNQ3 高圧圧力スイッチ（リフレッシュ用）

CNS1 外部運転入力
CNS2 デマンド入力
CNG1 冷暖強制入力
CNG2 サイレントモード入力

電源 CNW 200 ／ 220V, 欠相検知
電源 CNA2 ファンモータ用電源

記号 コネクタ 機　　　　　能
52C1 CNM1 CM1 用電磁接触器
52C2 CNM2 CM2 用電磁接触器
20S CNN1 四方切換弁
SV6 CNN2 電磁弁・油戻し（CM1）
SV7 CNN3 電磁弁・油戻し（CM2）
SV1 CNN6 電磁弁・液パイパス（CM1）
SV2 CNN7 電磁弁・液パイパス（CM2）
FMC1,2 CNN8 冷却ファン 1,2
SV3 CNN10 電磁弁・油戻し（CM1,2）
SV8 CNN13 電磁弁・冷媒自動充填
SV10 CNN14 電磁弁・冷媒自動充填
SV11 CNN9 電磁弁・ホットガスパイパス
SV12 CNN4 電磁弁・配管洗浄
SV13 CNN12 ホットガスパイパス 2
CH1 CNR1 クランクケースヒータ 1（CM1）
CH2 CNR2 クランクケースヒータ 2（CM2）
52XR CnH 運転出力
52XE CnY 異常出力
チェッカー CnE RAM チェッカ－出力
RS-232C CnV サービス用出力ソフトウェア書換え
LED1 点検（赤）
LED2 正常（緑）
LED3 サービス用（緑）
7SEG1 7 セグメント LED1（機能）
7SEG2 7 セグメント LED2（データ）
EEVH1 CNEEV1 暖房用電子膨張弁 1（前）
EEVH2 CNEEV2 暖房用電子膨張弁 2（後）
EEVSC CNEEV3 過冷却コイル用電子膨張弁

■コネクターの機能
⑴　制御基板入力 ⑵　制御基板出力

⑶　制御基板入出力（双方向）

記号 コネクタ 機　　　能
FMO1 CnFAN1-1 DC15V 出力（Vcc）

-2 逆回転検出入力（REV）
-3 速度指令出力（Vsp）
-4 回転数モニタ入力（FG）
-5 過電流異常入力（OverC）
-6 GND

FMO2 CnFAN2-1 DC15V 出力（Vcc）
-2 逆回転検出入力（REV）
-3 速度指令出力（Vsp）
-4 回転数モニタ入力（FG）
-5 過電流異常入力（OverC）
-6 GND

INV 通信 CnI1 インバータ通信
スーパーリンク CnX1 スーパーリンク通信
スーパーリンク CnX2 スーパーリンク通信予備
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⑴　チェック運転とは
チェック運転では、下記の①～③を自動的に確認できます。

　　 ①　操作弁開閉チェック
　　 　　操作弁が開いていることを確認します。
　　 ②　配線配管アンマッチチェック
　　 　　室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が正しく接続されていることを確認します。
　　 ③　室内膨張弁故障チェック
　　 　　室内機膨張弁の動作可否を確認します。

　　 ※据付初回は、試運転の前にチェック運転を行なうことを推奨します。
　　　 もし是正を要する不適合がある場合は、修正後再度チェック運転を行なってください。

実施条件

・温度範囲：外温０～43℃、内温10～32℃
・室内機接続容量：室外機容量の80％以上

注意事項

・室外機１台ずつ、組合せ機は１冷媒系統ずつ行なってください。他の系統の室外機は運転させないでく
　ださい。
・室外機及び接続室内機の電源を入れた後、全接続室内機が停止状態で開始してください。
・組合せ機の場合は親機にて設定および結果表示の確認を行なってください。
・チェック運転前に運転していた場合は、停止後５分程度経過してからチェック運転を開始してください。
　誤判定の要因となります。
・組合せ機の操作弁開閉チェックは親子共液ガス均油管操作弁が閉の場合をNG判定とします。
　これ以外は判定できない場合があります。
・チェック運転中はリモコンからの停止はできません。室内機の作業が完了し、周りに危険物が無い事を
　確認してください。

目的
　チェック運転はあくまで現地据付工事作業のチェック漏れを確認することを目的としており、据付工事作
業チェックの代わりをするものではありませんし、自動修復するものでもありません。
　従って通状通り、据付工事作業及びチェックを実施いただき、その後で、本チェック運転を行っていただ
くことで、チェック漏れのいくつかを防止することができるものと考えています。
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⑵　チェック運転の流れ
チェック運転は以下の流れで行ないます。

注⑴　事前チェックの方法は、「⑶　チェック運転前の確認」をご参照ください。

　⑵　チェック運転の詳しい実施方法は、「⑷　チェック運転要領」をご参照ください。

　⑶　NG と判定された場合の対応は、「⑸　チェック運転後の対応」をご参照ください。

事前チェック 注⑴

結果判定  注⑶

終了

NG

OK

自動チェック  注⑵

開始
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⑶　チェック運転前の確認
　施工が適正に行なわれていることを、聞き取り・点検等によってご確認ください。
　チェック運転中・チェック運転後のトラブル防止に必要な作業です。
　チェック運転は下記 ⑴ ～ ⑻ の条件を満たしている場合に実施できます。
　以下の内容を 7 セグメントとメンテ PC 等で確認して下さい。

項目 内容 確認方法 確認結果
⑴ 実施準備 室外機と室内機の電源を入れ

る。
他の系統の室外機が運転して
いない。
全室内機が停止している。
停止後５分以上経過している。

⑵ 室内機接続容量 室内機接続容量は室外機容量
の 80％以上。

室外機と室内機の容量を確認してくださ
い。

⑶ アドレス設定 室外機（子機を含む）・室内機の
アドレスが設定されている。

接続台数を確認してください。

⑷ 温度範囲 外気温度が０～ 43℃、吸込み
温度が 10 ～ 32℃。

外気温度は 7 セグメント表示、吸込み温
度はメンテ PC で確認してください。

⑸ その他 システム通信方式が新 SL。 室外機・室内機・集中制御機器等の形式
を確認してください。

システムが異常停止中でな
い。

室内機又は室外機にエラー表示（E??）
が出ていないか確認してください。

⑹ 室外機操作弁 室外機操作弁が開いている。
※１

目視で確認してください。

⑺ 冷媒量 適正な量の冷媒が封入されて
いる。

室外機のサービスパネル裏面の冷媒量記
入銘板に、追加冷媒量が記入されている
ことを確認してください。

⑻ 室内機接続台数 施工上の接続台数と一致して
いる。

7 セグメント表示又はメンテ PC 等で確
認してください。

※１　�運転開始前に、必ず親機、子機ともガス側・液側操作弁を開けてください。組合せ機の場合は均油管操作弁も開けてください。
　　　操作弁が閉のまま運転すると真空運転となり、圧縮機が故障する恐れがあります。
　　　�試運転前に操作弁が“閉じている”場合は、施工業者に真空引き・気密試験＆冷媒封入が完了しているか否かを確認の上、操作

弁を開いてください。
　　　⇒ 確認を怠ると、空気混入 ( 不凝縮ガスと水 ) 又は現地追加冷媒充填忘れ等を引き起こします。

重要
・チェック運転は室内外ユニットアドレス設定終了後かつ冷媒封入後に実施してください。
・冷媒量が適正でない場合は正確なチェックができません。
・システムが異常停止中の場合はチェック運転を行うことができません。
・室内機合計接続容量が室外機容量の 80％末満の場合はチェック運転を行うことができません。
・システム通信方式が従来通信方式（旧 SL）の場合は、チェック運転を行うことができません。
・複数の冷媒系統で同時にチェック運転を行わないでください。正確なチェックができません。
・�チェック運転は適用温度範囲内（外温：0 ～ 43℃、室温：10 ～ 32℃）で行ってください。適用温度範囲外では、

チェック運転を開始しません。
・�外気処理ユニットおよび給気処理ユニットはチェックができません。（同一冷媒系統の外気処理ユニットおよび給

気処理ユニット以外の室内機についてはチェックできます）
・接続室内機が 1 台の時はチェックができません。
・デマンドモード、省エネモードで 0％設定になっている時はチェックができません。
・�クランクケースヒータをチェック運転時の 6 時間前に入れてください。（ドーム下過熱度が 15℃より低い場合、保

護制御によりチェック運転が作動しない場合があります。）
・リフレッシュマルチシリーズの場合は、以下の手順を必ず守ってください。

※故障の原因になるので、必ずリフレッシュキットを取り外した後にチェック運転を行うようにしてください。

全室内ユニットを
30分以上冷房運転
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⑷　チェック運転要領

流れ 作業内容 運転状況
（7SEG に表示） 7SEG 表示の説明 備考

事前確認 「⑶　チェック運転前
の確認」に沿って事前
チェックを行ないま
す。

チェック運転中は、他の系
統の室外機は運転させない
でください。

チェック運
転開始

室 外 機 の“ 試 運 転 ス
イ ッ チ (SW3-5)” を
OFF か ら ON に し ま
す。
組合せ機の場合は親機
の“ 試 運 転 ス イ ッ チ
(SW3-5)”を OFF か
ら ON にします。

「H1 残り時間」 残り時間：実施にか
かる最大残り時間

チェック運転の準備運転中
に表示します。
場合によっては、表示され
ないこともあります。
組合せ機の子機には、「H0---」
を表示します。
※全室内機が停止状態で開
始してください。

「H0 HE」 10 分 以 上「H0-HE」
を 表 示 す る 場 合 は、
チェック運転が開始で
きていません。「⑶　
チェック運転前の確
認」を参照してくださ
い。

自動チェッ
ク実施中

「H2 残り時間」 残り時間：実施にか
かる最大残り時間

組合せ機の子機には、「H0---」
を表示します。

自動チェッ
ク終了、結
果判定

室外機の 7 セグメント
に表示された内容を記
録します。

「CHO End」 チェック運転結果を
正常と判定。

チェック運転を終了してく
ださい。

「CHL---」 操作弁が閉じている
可能性があります。

「⑸　チェック運転後の対
応」をご参照ください。

「CHU 室内 No.」 室内外ユニット間の
冷媒配管・信号線が
正しく接続されてい
ない可能性がありま
す。

「CHJ 室内 No.」 室内膨張弁が適正に
動作していない可能
性があります。

「CHE ---」 チェック運転が正常
に 終 了 し て い ま せ
ん。
終了時点の判定結果
を全て表示します。

その他の表示

不適合項目
確認

「⑸　チェック運転後
の対応」に沿って異常
の有無を確認します。

自動チェック終了時
に「CHO-End」以
外の表示が出た場合

「⑸　チェック運転後の対
応」をご参照ください。

チェック運
転終了

室 外 機 の“ 試 運 転 ス
イ ッ チ (SW3-5)” を
OFF にします。

通 常 表 示 に 戻 り ま
す。

注⑴　※10 分以上「H0-HE」が表示する場合、又はチェック運転終了時に「CHO-End」以外が表示する場合は、 
　　　　 SW3-5 を OFF にして各対応を実施後、SW3-5 を ON にして再度チェック運転を実施してください。
　⑵　※チェック運転中はリモコンからの停止はできません。室内機の作業が完了し、周りに危険物が無い事を確 
　　　　 認してください。

※�チェック運転を中断する場合は SW3-5 を OFF にしてください。圧縮機が停止し 7 セグメントは通常表示
に戻ります。

　⑶	� SW3-6（配管洗浄モード）、SW3-7（冷暖強制モード）、SW5-1（試運転）、SW5-2（試運転冷房設定）、SW5-3（ポ
ンプダウン運転）SW5-6、7、8（能力測定モード）、全てが OFF であることを確認してください。

　⑷　チェック運転を開始してから終了するまでの所要時間は通常 15 ～ 30 分（最長 80 分）です。
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⑸　チェック運転後の対応
チェック運転の判定が完了した時に、「CHO-End」以外の表示の場合は下記の状態を表します。
各点検内容をご確認の上、不適合項目を修正後、再度チェック運転を実施してください。

コード
表示部

データ
表示部 表示内容 点検内容

CHL --- 冷媒回路の一部が閉塞
状態

室外機の操作弁が閉じたままとなっている可能性があります。

低圧センサが正常でない可能性があります。
7 セグメントで検知圧力を確認し、ゲージ計測値と比較してください。

室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が適切に接続されていない可能性があり
ます。※１（219 ページ参照）メンテ PC 等で確認してください。

室内機の熱交センサが正常でないか、センサが抜けている可能性があります。
※２（219 ページ参照）

冷媒量が正しく封入されていない可能性があります。

室内機の膨張弁が正常に動作していない可能性があります。
室内機の膨張弁コイルのコネクタが接続されていない可能性があります。
※３（219 ページ参照）
室内機の膨張弁コイルが膨張弁本体から外れている可能性があります。
※４（219 ページ参照）

室外基板不良の可能性があります。

CHU 異常室内
No.

室内 No. 表示の室内機
に冷媒が循環していな
い

室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が適切に接続されていない可能性があり
ます。※１（219 ページ参照）メンテ PC 等で確認してください。

室内機の熱交センサが正常でないか、センサが抜けている可能性があります。
※２（219 ページ参照）

室外機の操作弁が閉じたままとなっている可能性があります。CHU 表示室内
機数が多い場合は特に確認してください。

他の室内機が故障している場合に、液バックの影響を受けて表示する可能性が
あります。CHJ が同時に表示されている場合は、CHJ が表示されている室内
機を優先して確認し、修正後に再度チェック運転を行い確認してください。

冷媒量が正しく封入されていない可能性があります。

室内機の膨張弁が正常に動作していない可能性があります。
室内機の膨張弁コイルのコネクタが接続されていない可能性があります。
※３（219 ページ参照）
室内機の膨張弁コイルが膨張弁本体から外れている可能性があります。
※４（219 ページ参照）

CHJ 異常室内
No.

室内 No. 表示の室内機
の膨張弁が適正に動作
しない

室内機の熱交センサが正常でないか、センサが抜けている可能性があります。
※２（219 ページ参照）

他の室内機が故障している場合に、液バックの影響を受けて表示する可能性が
あります。

工事や一過性の問題で、膨張弁にごみが詰まっている可能性があります。

室内機の膨張弁が正常に動作していない可能性があります。
室内機の膨張弁コイルのコネクタが接続されていない可能性があります。
※３（219 ページ参照）
室内機の膨張弁コイルが膨張弁本体から外れている可能性があります。
※４（219 ページ参照）

冷媒量が正しく封入されていない可能性があります。

CH1 --- 室内熱交温度異常 室内機の熱交センサが正常でないか、センサが抜けている可能性があります。
※２（219 ページ参照）

CH3 --- 室内EEV故障チェック
実施不可

運転が安定しないため、室内 EEV 故障チェックができません。

（注）チェック運転の終了及び結果表示
・チェック運転が終了するとシステムは自動的に停止し、7 セグに結果を表示します。
＜正常終了＞

・7 セグメントに“CHO End”表示が出ます。
・SW3-5 を OFF に戻してください。7 セグメントは通常表示に戻ります。

＜異常終了＞
・7 セグメントにエラー表示が出ます。
・「ここを点検してください」を参照して不適合部分を修正し、SW3-5 を OFF に戻してください。
・その後再度チェック運転開始（前ページ）からチェック運転を行ってください。
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コード
表示部

データ
表示部 表示内容 点検内容

CHH --- 液バックの可能性有り 室内外ユニット間の冷媒配管・信号線が適切に接続されていない可
能性があります。※１（次ページ参照）
一部の室内機の電源が OFF の可能性があります。
室内機の電源が全て ON になっているか確認してください。
室内機の膨張弁が正常に動作していない可能性があります。
室内機の膨張弁コイルのコネクタが接続されていない可能性があり
ます。※３（次ページ参照）
室内機の膨張弁コイルが膨張弁本体から外れている可能性がありま
す。※４（次ページ参照）
CHJ を表示している室内機が無い場合は、CHJ を表示していない室
内機についても確認してください。

冷媒量が正しく封入されていない可能性があります。

CHE --- チェック運転異常終了 室内機又は室外機に異常が発生している可能性があります。
室内機又は室外機にエラー表示（E??）が出ていないか確認してく
ださい。

信号線の接続に異常がある可能性があります。
信号線がゆるみなく接続されているか確認してください。
室外基板の SW 設定が変更された可能性があります。
チェック運転中に室外基板の SW 設定が変更されていないか確認し
てください。

E 40 高圧異常 冷媒回路の一部が閉塞状態となっている可能性があります。ハンド
ブック又は上記を参照してください。

E 42 カレントカット 冷媒回路の一部が閉塞状態となっている可能性があります。ハンド
ブック又は上記を参照してください。
圧縮機底部が暖かくないまま運転を開始した可能性があります。圧
縮機底部が十分暖まってから再度チェック運転を行なってください。

E 49 低圧異常 冷媒回路の一部が閉塞状態となっている可能性があります。ハンド
ブック又は上記を参照してください。

E 44 液バック異常 「CHH---」と同様の状態の可能性があります。ハンドブック又は上
記を参照してください。

　　　注⑴　室外機にエラー表示（E??）が出た場合は、SW9 を押すとエラー表示以外の表示が切換ながら全て表示し 
　　　　     ます。再度SW9 を押すと、エラー表示に戻ります。
　　　  ⑵　チェック運転が途中終了した時は、終了時点の判定内容に応じて下表の様に表示します。

コード表示部 データ表示部 表示内容
HL --- 冷媒回路の一部が閉塞状態。
HL LPL 冷媒回路の一部が閉塞状態。（組合せ機の場合）
HU 異常室内 No. 室内 No. 表示の室内機に冷媒が循環していない。
HJ 異常室内 No. 室内 No. 表示の室内機の膨張弁が適正に動作しない。
UU 異常室内 No. 室内 No. 表示の室内機に冷媒が循環していない。
U 異常室内 No. 開始直後は室内 No. 表示の室内機に冷媒が循環していなかったが、循環

していることが確認できた。

　     ⑶　冷媒回路の一部が閉塞状態となっていると、エラー表示がE40（高圧異常）、E42（カレントカット）、 
                 E49（低圧異常）のいずれかとなり、異常停止することがあります。
　      ⑷　エラー表示がE44（液バック異常）となり異常停止した場合は、「CHH---」と同様の状態の可能性があり 
                 ます。
　        ⑸　エラー表示がE42（カレントカット）となり異常停止した場合は、圧縮機底部が暖かくないまま運転を開始し 
　　　　     た可能性があります。圧縮機底部が十分暖まってから再度チェック運転を行なってください。
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※１　　　　　　　　　配管
　　　　　　　　　　　配線
　・正常　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・配線間違い

室外機
１

室内機
１

室内機
２

室外機
２

室内機
３

室内機
４

室外機
１

室内機
１

室内機
２

室外機
２

室内機
３

室内機
４

※２( コネクタを少し引っ張って抜ける場合は NG，抜けなければ OK です。)
　・室内熱交センサコネクタ正常　　　　　・室内熱交センサコネクタ抜け

 

※３( コネクタを少し引っ張って抜ける場合は NG，抜けなければ OK です。)
　・コネクタ正常　　　　　　　　　　　　　　　  ・コネクタ外れ

※４
　・室内膨張弁正常　　　　　　　　　　　　　　　　・室内膨張弁コイル抜け
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⑹　付属資料
＜チェック運転データシート＞
納入先 納入日 　　 年　　月　　日

実施日 　　   年　　月　　日 天気 担当者

事前記入欄
形式 アドレス

室外機 親機 FDC
子機 FDC

事前記入欄
形式 アドレス 内外配管長 内外ヘッド差 形式 アドレス 内外配管長 内外ヘッド差

室内機 1 FD 41 FD
2 FD 42 FD
3 FD 43 FD
4 FD 44 FD
5 FD 45 FD
6 FD 46 FD
7 FD 47 FD
8 FD 48 FD
9 FD 49 FD
10 FD 50 FD
11 FD 51 FD
12 FD 52 FD
13 FD 53 FD
14 FD 54 FD
15 FD 55 FD
16 FD 56 FD
17 FD 57 FD
18 FD 58 FD
19 FD 59 FD
20 FD 60 FD
21 FD 61 FD
22 FD 62 FD
23 FD 63 FD
24 FD 64 FD
25 FD 65 FD
26 FD 66 FD
27 FD 67 FD
28 FD 68 FD
29 FD 69 FD
30 FD 70 FD
31 FD 71 FD
32 FD 72 FD
33 FD 73 FD
34 FD 74 FD
35 FD 75 FD
36 FD 76 FD
37 FD 77 FD
38 FD 78 FD
39 FD 79 FD
40 FD 80 FD

チェック運転開始 時　　分
チェック運転終了 時　　分

【 判定 】
チェック項目 結果

①異常発生無きこと。
→異常発生した場合：異常 No. ＝

②終了時７セグメント表示

その他所見／要処置事項等：
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⑴　自動冷媒量判定について

・	 自動冷媒量判定を行うことにより，冷媒量の過多・過少を確認できます。
・	 事前にチェック運転を行った後に，冷媒量判定を実施することをお勧めします。

＜重要＞
(1)	 必ず現地追加封入量の冷媒を計量チャージにて行った後，冷媒量判定を実施してください。
(2)	 冷媒過多判定・過少判定となった場合には，冷媒の追加・削減が必要です。ただし，適正判定となった場合でも，

使用条件が変わった場合には結果が変わる可能性があります。
(3)	 従って，１つの条件での判定結果によって，全ての使用条件を保証するものではありません。

＜精度の目安＞
　冷媒量判定の目安は以下のとおりです。
　ただし，判定の条件が変わると，適正判定の結果が変わる可能性があります。
冷媒過多判定 ＋ 10kg（シングル機）

＋ 20kg（2 台組合せ機）
＋ 30kg（3 台組合せ機）

冷媒過少判定 現地追加封入量（配管分）の－ 20％

⑵　実施条件

下記の条件を全て満足した場合のみ，冷媒量判定を開始することができます。

(1) 温度範囲：外温 10℃～ 43℃，内温 15℃～ 32℃

(2) 室内ユニット接続容量：室外ユニット容量の 80％以上

(3) スーパーリンクⅡ ( 新 SL) 通信

15．自動冷媒量判定実施要領
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⑶　冷媒量判定の流れ

冷媒量判定は，以下の流れで行います。

事前確認
注⑴

 

終了

過多・過少・異常

正常

 注⑵

開始 

冷媒量判定
自動運転

冷媒量判定
結果
注⑶

・注 (1) 事前確認の方法は，「⑷　冷媒量判定実施前の確認」をご参照ください。
・注 (2) 冷媒量判定運転の詳しい実施方法は，「⑸　冷媒量判定（自動運転）要領」をご参照ください。
　自動運転の時間は約 55 分～ 75 分です。
・注 (3) 冷媒量判定の詳しい実施方法は，「⑹　冷媒量判定後の対応」をご参照ください。
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⑷　冷媒量判定実施前の確認

施工・冷媒チャージが適正に行われていることを，聞き取り・点検等によってご確認ください。
冷媒量判定を正しく行うために必要な作業です。
冷媒量判定は，下記 (1) ～ (6) の条件を全て満たしている場合に実施できます。

項目 内容 確認方法 確認結果
(1) 冷媒チャージ 計量チャージにより冷媒を追加する。（計算

した量を全て封入すること）

(2) 電源 室外機と室内ユニットの電源を入れる。

運転状態 全室内ユニットが停止している。停止後 5
分以上経過していること。

(3) 室内ユニット接続容量 室内ユニット接続容量が室外機容量の 80％
以上。

室外ユニットと室内ユニットの容量
を確認してください。

(4) 温度範囲 外温 10℃～ 43℃，内温（吸込み温度）
15℃～ 32℃

外気温度は 7 セグメント表示，吸込
み温度はメンテ PC で確認してくだ
さい。

(5) 通信方式 新 SL 通信であること。 室外ユニット・室内ユニット・集中
制御機器等の型式と SW5-5 の設定
を確認してください。

(6) 異常の有無 システムが異常停止中で無いこと。 室外ユニットまたは室内ユニットに
エラー表示（E??）が出ていないか
確認してください。
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⑸　冷媒量判定（自動運転）要領

流れ 作業内容

運転状況
（7 セグに表示）

7 セグメント表示の説明 備考
コード
表示部

データ
表示部

1 事前確認 「⑷　冷媒量判定実施前の確
認」に従って事前のチェック
を行います。

2 冷媒量判定
開始

室外ユニットの“SW3-4”を
OFF から ON にします。
組合せ機の場合は親機の

“SW3-4”を OFF から ON
にします。

H4 残り時間
( 分 )

残り時間：判定にかかる最大
残り時間（分）

組合せの子機には
表示しません。

H4 HE 開始条件を満足せず，冷媒量
判定が開始できていません。

「⑷　冷媒量判定実施前の確
認」を参照してください。

3 冷媒量判定
実施中

（自動的に運転を開始し，判定
終了後，自動的に運転を停止
します。室内ユニットも運転
します。）

H4 残り時間
( 分 )

残り時間：判定にかかる最大
残り時間（分）

圧縮機運転中，通
常とは異なる大き
な音がすることが
ありますが，正確
な判定実現のため
の制御によるもの
で，異常ではあり
ません。

4 冷媒量判定
終了，
結果判定

室外ユニットの 7 セグメントに
表示された内容を記録します。

Co End 冷媒量は正常。

Co Hi 冷媒量が過多です。 「⑹　冷媒量判定後
の対応」を参照し
てください。

Co Lo 冷媒量が不足です。

Co H_L 判定できませんでした。

Co --- 判定が途中で中断されました。

その他の表示 その他の表示

5 不適合項目
確認

冷媒量判定終了時に「Co　
End」以外の表示が出た場合，

「⑹　冷媒量判定後の対応」に
沿って対応してください。

「⑹　冷媒量判定後
の対応」を参照し
てください。

6 冷媒量判定
終了

室外ユニットの“SW3-4”を
ON から OFF にします。

通常表示 通常表示 通常表示に戻ります。

上記 2 ～ 4 までの時間は，約 55 分～ 75 分です。
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⑹　冷媒量判定後の対応

冷媒量判定が完了した時に，「Co　End」以外の表示の場合は下記の状態を表します。
各点検内容をご確認の上，不適合項目を修正後，再度冷媒量判定を実施してください。

⒜ 冷媒量判定コード

コード
表示部

データ
表示部 表示内容 対応内容

Co Hi 冷媒量が過多です。 ①冷媒量が過多のため，冷媒を削減してください。
＜削減量の目安＞
	 ・シングル機：10kg
	 ・2 台組合せ機：20kg
	 ・3 台組合せ機：30kg
冷媒は液操作弁チェックジョイントから，必ず冷媒回収機を使用して回収してくだ
さい。
②冷媒削減後，再度冷媒量判定を実施してください。その結果「冷媒過多」となっ
た場合には，さらに①の量を削減してください。

Co Lo 冷媒量が過少です。 ①冷媒量が過少のため，冷媒を追加してください。
＜追加量の目安＞
	 ・現地追加封入量（配管分）の 20％（ただし上限 5kg）
冷媒は低圧側チェックジョイントから，液相で追加してください。
必ず計量チャージを実施してください。
②冷媒追加後，再度冷媒量判定を実施してください。その結果「冷媒過少」となっ
た場合には，さらに①で追加した量と同じ量を追加してください。

Co H_L 判定できませんでした。 判定不能（正しい判定ができない状態）です。
判定運転中に，風や温度変化等の影響で冷媒の状態が安定しなかった可能性があり
ます。
①	 室内ユニット膨張弁（コイル外れ・コネクタ外れ・膨張弁の故障）を確認して

ください。
②	 後日条件を変更して実施してください。

Co HE 判定が途中で中断され
ました。

以下を確認してください。
①	 開始後にディップスイッチの設定を変更していませんか？変更した場合は，元

に戻してください。
②	 エラーコード（E??）が発生していませんか？エラー発生時には「⑹　⒝ エラー

コード」及びハンドブックサービス編の故障診断を参照してください。

H4 HE 開始条件を満足せず 開始条件を満足せず，冷媒量判定が開始できていません。
「⑷　冷媒量判定実施前の確認」を参照してください。
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⒝ エラーコード

コード
表示部

データ
表示部 表示内容 対応内容

E 36 吐出管温度異常 ①まずハンドブックサービス編の E36 故障診断を実施してください。
②その後も解決しない場合，冷媒量が過少のため，E36 が発生している可能性があり
ます。冷媒を追加してください。
＜追加量の目安＞
	 ・現地追加封入量（配管分）の 20％
冷媒は低圧側チェックジョイントから，液相で追加してください。
必ず計量チャージを実施してください。
③冷媒追加後，再度冷媒量判定を実施してください。その結果「E36」となった場合には，
さらに②で追加した量と同じ量を追加してください。

E 40 高圧異常 ①まずハンドブックサービス編の E40 故障診断を実施してください。
②その後も解決しない場合，冷媒量が過多のため，E40 が発生している可能性があり
ます。冷媒を削減してください。
＜削減量の目安＞
	 ・シングル機　10kg
	 ・2 台組合せ機：20kg
	 ・3 台組合せ機：30kg
冷媒は液操作弁チェックジョイントから，必ず冷媒回収機を使用して回収してください。
③冷媒削減後，再度冷媒量判定を実施してください。その結果「E40」となった場合には，
さらに②の量を削減してください。

E 49 低圧異常 ①まずハンドブックサービス編の E49 故障診断を実施してください。
②その後も解決しない場合，冷媒量が過少のため，E49 が発生している可能性があり
ます。冷媒を追加してください。
＜追加量の目安＞
	 ・現地追加封入量（配管分）※の 40％（ただし上限 10kg）
冷媒は低圧側チェックジョイントから，液相で追加してください。
必ず計量チャージを実施してください。
③冷媒追加後，再度冷媒量判定を実施してください。その結果「E36」となった場合には，
さらに②で追加した量と同じ量を追加してください。
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技術資料による確認
（到達距離，ショートサーキット，懐寸法）
位置の一致

技術資料による確認
（M10あるいはM8）
据付するまで梱包のまま。吊込み
後はダンボール等を取りつけ防護
露点温度 28℃以下，相対湿度
80％以下
断熱材継ぎ目，フレアナット部は確
実に封止。断熱材を押し潰さない
適正匂配は1/50 〜 1/100
鳥居配管禁止
機外静圧＝ 0Paのユニットにはトラップを
設けない（除くダクトタイプユニット）
集合管の上面から接続

天井ボードまたはユニット下面
（FDR）から600 〜 750mm以内
295 〜 325mm以内の近くで立ち
上げ
必ず標準付属のドレンホース使用

接着剤は使用禁止

ドレン配管出口は臭気発生のない
所（雨水舛等に入れる）
断熱材の施工実施

（約5℃のドレンが流れる）
塩ビ管：1m，銅管：2m　間隔に
支持
接続合計容量は室外機能力比の
50〜130％
技術資料による確認。外気温と吸
込み温度の差3deg以内
SW4-7，4-8 を設定

技術資料による確認。ドレン水，
雨水の排水できる構造
別電源が基本

電源容量の合算値は許容内
（またはそれぞれ別電源）
運転時相間不平衡：± 10％以下
圧縮機起動時電圧低下：− 15％以内
技術資料による確認

漏電ブレーカはユニット毎に設置
（除く組合せの集中電源）
アース工事の施工

必ず施工

基　準チェック項目
① �据 付 ス ペ ー ス は 制 限 内 で す か 

（通風スペース，天井裏）
② �据付位置（吊ボルト位置）と天井開口

位置は一致していますか
③ 吊ボルトは指定のサイズですか

④ �建築工事の溶接スパッタ等が当たらな
いよう防護処置がありますか

⑤ �天井裏の空気条件は制限範囲内ですか
（結露防止のため）

⑥ �配管断熱材の継ぎ目には隙間がないよ
う施工されていますか

⑦ �ドレン横引き配管は下り匂配を保って
施工されていますか

⑧ �ドレン立ち配管途中にトラップは有り
ませんか

⑨ �集合ドレン配管への接続は集合管の上
面から接続されていますか

⑩ �ドレンポンプ（内蔵・オプション）使用ユニッ
トのドレン配管立ち上げ高さは適正ですか

⑪ �ドレンポンプ使用ユニットの現地ドレン配
管はユニット直近で立ち上げていますか

⑫ �ドレンポンプ使用ユニットは標準付属
のドレンホースを使用していますか

⑬ �標準付属のドレンホースは付属のバン
ドで固定しましたか

⑭ �ドレン配管が排水舛の異臭を吸引して
いませんか

⑮ �ド レ ン 配 管 は 断 熱 さ れ て い ま す か 
（結露防止のため）

⑯ �ドレン配管は適正な間隔で支持されて
いますか

⑰ �室外機の接続台数及び接続合計容量は
適正ですか

① �据 付 ス ペ ー ス は 制 限 内 で す か 
〔風の回り込み（ショートサーキット）がない〕

② �組合せの子機のアドレス設定はしてあ
りますか

③ �基礎，基礎ボルトは施工しましたか。
ドレン水，雨水の排水は OK ですか

④ �室外ユニットと室内ユニットは別電源
にしましたか

⑤ �組合せの親機と子機の電源容量合算値
は許容内ですか（or 別電源ですか）

⑥ ��電源電圧は制限範囲内ですか

⑦ ��配線，ブレーカ仕様は規格に合ってい
るものを使用していますか

⑧ �漏電ブレーカは各々のユニットに設け
ましたか

⑨ �アースは取りましたか

⑩ �組合せ機の親機と各子機の均油管は施
工しましたか

結果

物件名，系統名 室外ユニット型式 室内ユニット型式及び接続台数 所属，氏名 作成年月日

区　分
1. 室内側

2. 室外側

処置結果または数値記入

室外ユニット能力対比：　　　  ％
接続台数：　　　　　　  台

実施日

注）結果欄は基準を満たしていれば○，満たしていなければ×と処置結果を記入（但し，○でも数値記入の必要な項目有り）。その他気付き事項があれば
記載ください。

PSB012D941C

16．工事チェックシート
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注）結果欄は基準を満たしていれば○，満たしていなければ×と処置結果を記入（但し，○でも数値記入の必要な項目有り）。その他気付き事項あれば記
載ください。

区　分 チェック項目 基　準 結果 処置結果または数値記入 実施日
3. システム ① �冷媒配管の材質は正規品ですか JIS，リン脱酸銅継ぎ目なし管

② 冷媒配管の長さは制限値内ですか 技術資料による確認 配管長：　　　　　　　　　m
第一分岐までの長さ：　　　m

③ 室内ユニットと室外ユニットの高低差は制
限値内ですか

技術資料による確認
室内ユニット同士はP224，280：15m以内

P335～　 ：18m以内

高低差：　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　m

④ �冷媒配管のサイズ・肉厚は室内機容量から
決めましたか

技術資料による確認
（サイズ・肉厚は室内ユニット容量による）

⑤ �冷媒配管途中にトラップや鳥居配管は有り
ませんか

トラップや鳥居配管を設けぬこと

⑥ ��配管ろう付けは，⒜窒素を使用，⒝操作弁
部冷却して行いましたか

⒜窒素を流しながら or 置換して実施|
（酸化スケール防止のため）

⑦ ��工事途中は配管端を封止し，雨水・塵埃侵
入の防止処置が有りますか

容易に取り除けないように封止。
仮置き配管の異物侵入防止処置

⑧ �分岐管は純正品を使用していますか 純正品の品番は技術資料で確認
⑨ �分岐管は正しく設置してありますか 技術資料による確認

（水平または垂直に設置）
⑩ �冷媒配管は吊ボルトで（防振）支持して有

りますか
2m毎に冷媒配管専用の吊ボルトで支
持する。

⑪ �冷媒配管（液管・ガス管共）は断熱されて
いますか

120℃以上の耐熱性がある材料
配管表面 0 〜 5℃で結露なき材料

⑫ �冷媒配管は壁・梁等の貫通部でも防振・断
熱施工がされていますか

防振・断熱施工実施

⑬ �気 密 試 験 は 行 い ま し た か 
（窒素ガス使用，過大圧は禁止）

圧力：4.15MPa〔リフレッシュは 3.24MPa〕
（24H 圧力変動なし）

24H 後の圧力値：
　　　　　　　　　　　  MPa

⑭ �真 空 引 き は 十 分 行 い ま し た か 
（液管，ガス管両方から引く）

真空度− 101kPa（− 755mmHg）
到着後，60分以上真空引き

真空引き時間：
　　　　　　　　　　　　min

⑮ �現地配管分の冷媒量を計算しましたか 技術資料参照
（追加封入量は液管分）

追加封入量：
　　　　　　　　　　　　  kg

⑯ �規定の冷媒を計算封入しましたか 秤を使用
（停止中，運転により液冷媒封入）

⑰ �室外ユニットの銘板に冷媒の計算値と封入
量等を記入しましたか

配管サイズ，配管長，冷媒封入量を
記入

4. �分流コン
トローラ

（冷暖フリーマ
ルチの場合）

① �分流コントローラの設置は制限内ですか 技術資料による確認
② �室外機に接続する分流コントローラの台数

は制限内ですか
技術資料による確認

③ �分流コントローラに対する室内機の接続台
数及び接続合計容量は許容内ですか

技術資料による確認

④ �分流コントローラに対し冷媒配管は正しく
接続されていますか

技術資料による確認

⑤ �分流コントローラ用の点検口が指定の位置
に設けてありますか

技術資料による確認

5. 通信系 ① �信号線と電源線の混線は有りませんか 信号線端子台抵抗（技術資料参照）
100 Ω以下は混線の可能性あり。

② �内外信号線とリモコン線の混線は有りませ
んか

線種を変えてあること

③ �内外信号線にループ配線は有りませんか ループ配線は不可
④ �信号線の線種・サイズは正しいですか サイズ：0.75 ～ 2.0mm2

⑤ �信号線長さは使用範囲内ですか 技術資料参照
⑥ �通信方式（新旧 SL）は適正ですか 同一スーパーリンク内に旧 SL 対応機が混在している

場合、旧 SL に切り換える（全室外機で SW5-5 ON）
⑦ �アドレス番号を合理的に決めましたか 内外機の組合せ、部屋の用途、使用

時間帯、テナント区分け等を考慮
⑧ �室内外機のアドレス番号を設備図面（室内

機配置図等）に明示しましたか
設備図面への記載

⑨ �アドレス設定作業者に図面を渡してアドレ
ス設定を指示しましたか

指示は基本的に図面で行う

⑩ �自動アドレス設定の際 
室内アドレスは 000 になっていますか

000 に設定する
（工場出荷時 000）

6. 試運転
（試運転は1冷

　媒系統ずつ単
　独で行う）

① �試運転の 6 時間前に電源を入れましたか。
または圧縮機底部が温かいですか

クランクケースヒータは試運転時の
6 時間前に入れる。または圧縮機底
部温度が十分温まっていること

通電時間：
　　　　　　　　　　　　　H

② �各操作弁は開いてますか 液・ガス管及び均油管操作弁開
③ �配線の接続にゆるみは有りませんか 配線の接続にゆるみなし
④ �室内外機の組合せ（アドレスまたは冷媒配

管）に間違いありませんか
組合せが間違いないことを熱交換器
温度等で確認

⑤ �ネットワークコネクタの接続忘れはありま
せんか

ネットワークコネクタは接続されて
いること

⑥ �運転データからシステムとして瑕疵ない事
が確認できましたか

試運転要領書参照

⑦ �ドレン排水テストを行いましたか 水漏れ、詰まり等確認
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リフレッシュマルチRLXシリーズ
室外ユニット

・一体形:
   （組合せ兼用）

FDCRP 2804HLX, 3354, 4004HLX
            4504HLX, 5044HLX

・一体形: FDCRP 2244HLXY, 2804HLXY

・組合せ形: FDCRP 5604HLX, 6154HLX, 6704HLX, 7354HLX
            8004HLX, 8504HLX, 9004HLX, 9544HLX
            10084HLX, 10704HLX, 11354HLX, 12004HLX

　　　　　　　　 冷熱事業本部

三菱重工空調システム株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒452-8561

〒141-0031

愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地

東京都品川区西五反田７－ －５（ニッセイ五反田アネックスビル）


